The Significance of L. Feuerbach's Anthropology by 山辺, 知紀
Titleフォイエルバッハの愛の共同体 - フォイエルバッハにおける個人確立の論理(2) -
Author(s)山辺, 知紀
















































1) T， Mayer. Deutsche Wirlschaftsgeschichte der Neuzeit， 1928上田作之助訳「ドイツ近世経済
史」昭和18年， p. 143 























ドイツの工業がプロシャ領ヲイ γ ヲy トに集中していたことは周知の事実で



























三月革命の時には反動的立文京ぞ弁護しj 更に晩年にはj 普選の反対j 労働運動Jの軽視j 死刑。是
認j 王制の読美へと傾き，かれが初めに批判した政治的ロマγ主義に陥ってしまった。









かれはこれら仕事により ボンでの車講師の位骨を奪われ，生涯向由人で通L， t，~ 。かれは 弟
のエドガー バウア とともに 終始神，私有財産，国家を批判したが!この批判は未だへーゲ
ル的な I自己意識」の枝場を出ることがで告なか勺た。そしてえこの点でJ マルマグストエソゲル
スにより「神聖家族J(Die heilige品開lie0加品'itikder krii山 henKritik， 1844)の中で!
批判されねばならなかった。
フォイエルバッハの置の共同体 (289) 55 






















4) 1819:年5月23日j 学生同盟 (d.ieBuTt;山田A叫 h<l.H)の一員均一/レ・ザント(1{arlSand)止
ツアー りの秘密委員とされていたコッツェプ (Kotzeb田)を暗殺した。この事件は，政府に国



























5) L. Feuerbach， Vorrede ZUT zwe由 n Aufiage von " W師団 dC6 Christentums"， 1843， 
Sammfliche Werke (以後 S.W と時す).Bd. 7， S.276，船山信一訳「キリスト教の本賀J(上)，
昭和z年， 1-'.26。
6) L. Feuerbach， Zur Kritik der Hegelsch阻 Philosophie，1839年.S. W.，Bd. 2佐野文夫
訳「へ ゲJレ哲学の批判」昭和8年。
フォイエルバッハの愛の共同体 (291) 57 
判したところから，与えられた。
























7) Ibid.. S. 189，前掲書， p. 48 
8) Ibid.. S， 193，前掲書， p. 52 
























9) プオイエルバッハは，フイヒテとジエリングとへー ゲノレの関揮を次のように述へている。 rへ
ゲルは，-:/ェリジグによッて媒介されたフ 4ヒテである。《 ゲルは、ンェリ γグの絶対者に対
して論争した。かれはその中に，反省の契機が欠如していることを すなわち悟性や否定性が欠
和していることを認めた。そしてかれはi 絶対的同 性の拾を概念(フ 4じチ酌自我)の精子で
もって!それに精気を吹き込み，規定し受胎させた。J(Ibid.， 55. 180-181，前掲書， pp. 3ι37.) 
10) Ibid.， SS， 1剖ー195，前掲書， p. 54 
















































































































































































13) ..Nurs邑mmtlicheMenschen erkennen die Natur， nur sarnmtliche Menschen Leben 
das Menscbliche “(Ibid.， S.162，前掲書， p. 13)この言葉はゲー テの言葉であるがj フォイエ




質(地球H、う特殊な惑星の本質ー -51用者〕に対する関係なのである。なぜなら a 太陽が地球
にとって対象であるさいの尺度としての，大いさとう位の強さとの尺度は，地球の特有な性置を基
礎づける尺度としての距離の尺度だからである。J(L. Feuerbach， D田 Wesendes Christen-
turns， S. W.. Bd. 6， S.5，船山信一訳「キリスト教の本質J (上).p. 61.) 





















































15) L. Feuerbach， Nach医elasseneAphoris田 en，S. w. Bd. 10. S. 314 
16) L. Feuerbach， Das W田 endes Christentums， 1841， S.W.. Bd. 6， S.283，船山信一訳「キ
リλト教の本質J (下) 昭和12年 pp. $7-88 


























17) 100， cit. S. 305 
18) 10(;. cit. S8. 265-266 前掲書， p. 65 






















19) フォイ zルバッハは.1841年10月15日付けのフリー ドリツヒ カァフ.への手置の中でかれが
L. v. S白t白工n の Der 50.目Z宮伺al拍Z“s岬m仰削~US und K(σ仰βmm附g
Wei社削を廿出lin時g の Ga前γa仰砂切"帥"叩，勿包 d"グ，Ha岬附'0.削叩"u問'旬~d F;丹γ陥釘叫h，出"ま (伺1団84坦叫2町) を読み， 特に後者から感銘を
受けたととを述ベている。 (W.SChuffenhauer， Feuerbach 附 dler juωge Marx. 1965， 55. 
1 努7~]28.)
20) W シュッへγハウア は， アォ 4エルパッ円のカップへの手祇 (d注19)と， とれよりニ
ヶ月程前に出されたマルグスのフォイマー ルベッハへの手紙 (1844年 8月11日)とを比較し，前者
に後者の強い野響が認められると述べている。 (W.Schuffenhauer. Feueゆ匁，h 帥 zdder junge 
Mar;r 四 128-129.)










このように考える時はじめて，フ J イゴノレバ γ ノ、が今日なお魅力を持ち続け
る理由の根拠が判るのではないであろうか。
